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≪小特集　金属有機構造体の実用化最前線≫

金属有機構造体の実用化
……………………………………………北海道大学　鄭　キン，日本製鉄　上代　洋…… 2

　有機金属構造体（PCP/MOF）は，新世代の多孔体として，炭化水素分離
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晶析技術を応用した安価・高品質の MOF 製造方法
……………………………………………………………………ユーゼオ　山崎康夫…… 8

　MOF は画期的な多孔性物質で，CO2 の吸着分離材，H2 の吸蔵材料として
注目され，安価で大量生産する製造方法の確立が求められている。晶析技術
を応用した新規製造方法を示した。

日本におけるバイオマス発電の現状と今後の役割
………………………………………………………………………… ENEOS　藤田高生……16

　世界的な脱炭素化の流れを受けた日本における将来的な電源構成の中にお
いて，バイオマス発電をはじめとした再生可能エネルギー（太陽光，風力な
ど）の重要性がいっそう高まっている。

森林と木材の炭素ストック機能……………………東京農工大学　加用千裕……21
　気候変動対策として森林・木材の炭素ストック機能が注目されている。京
都議定書やパリ協定での森林・木材の取り扱い，世界と日本における森林・
木材の炭素ストック機能，今後の課題や展望等を概説した。

東京工業大学で研究・教育職からダイバーシティ推進室に
異動してわかった大学の本気度 …………………東京工業大学　野村淳子……28

　「ダイバーシティ関連 1 年生」が大学の推進強化の波に乗り，溺れないよう
奮闘しながら見てきた，大学の方針と取り組み，特に女性の増員と活躍支援に
ついて紹介した。

上流開発企業のベンチャーキャピタル戦略

…………………………………………エネルギー・金属鉱物資源機構　古藤太平……41
─ GFANZ 傘下 8 番目のアライアンス Venture Climate Alliance

　金融業界では GFANZ 傘下に気候変動関連ベンチャーの団体が設立され
るなど研究・開発段階の技術に重心が置かれるが，上流開発企業では投資減
税等の財政的支援の拡充を受け事業化・産業化段階の取り組みが進んでいる。

の設立─
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　シャットダウンメンテナンスにおいて，短いメンテナンス期間での工事物
量や機器検査量の増加，人手不足や残業対策等の課題があるなかで，アプリ・
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メタンの排出対策と利用技術（第 1回）
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……………………………………日揮ユニバーサル　西岡孝浩……224（16）Merox 触媒
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メタンの排出対策と利用技術（第 2回）
メタン直接改質法による鉄系触媒を用いた
高効率水素製造システムの研究開発 ………………戸田工業　山根一真……249

　メタン直接改質法は温暖化係数の高いメタンガスを原料に，反応系からの
CO2 排出なしで水素を製造可能な技術である。温暖化に影響が大きい炭素分
を固体炭素として固定化できるため環境負荷の低い水素製造法として期待で
きる。

……………………………………………………海上・港湾・航空技術研究所　高橋千織……241
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た。耐候性・耐光性試験の種類や特徴，規格試験の種類や押さえておくべき
条件，求められることが多い樹脂の色変化や強度変化の定量化を解説した。
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会告�…………………………………………………………………………………………………巻末
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水素燃料社会とアンモニア燃料社会を目指す日本の真の狙い
………………………………………………………………有田技術士事務所　有田貞一……539

　日本の CO2 排出量は世界の 3 % にすぎない。一方，COP28 でも途上国へ
の財政支援は認められなかった。カーボンニュートラルにおける日本の役割
は，日本の技術を途上国に伝えることで，そこに日本の真の目的がある。

………………………………………………… ENEOS　渡邊　学，三井 E&S　福島健史……546
　海運における早期のカーボンニュートラル実現手段の 1 つとして注目され
ているメタノール燃料について特徴を紹介するとともに，舶用主機への適用
性の検討や，すでに実用化された機関のシステム概要等を紹介した。

カーボンニュートラルに向けた燃焼技術の動向（第 8 回）
船舶用メタノール燃料の可能性

ゼオライト骨格中へのヘテロ原子ペアサイトの
汎用的構築法の確立と応用………………………………東北大学　藪下瑞帆……564

巨大リポソームに再構築した光化学系Ⅱとメタンモノ
オキシゲナーゼによる光駆動メタン/メタノール変換
……………………………………………………………………東京工業大学　伊藤栄紘……558

2023 年度研究助成報告書

二酸化炭素水素化によるメタノールの選択的合成のための
触媒設計 …………………………………………………北海道大学　SHROTRI Abhijit……552
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時　評　東京大学のGX ……………………………… 東京大学　大久保達也……573
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日揮グローバル　庄田侑矢，千代田化工建設　竹中稔悠，
千代田化工建設　青笹隆史，日揮グローバル　近藤亮太，
コスモ石油　鈴木伸也

座談会　出向経験での発見と成長（上）
……………………………………………574─経験者が語る出向の価値─

【学会賞】機械学習を活用する触媒設計
………………………………………… 島根大学名誉教授　小俣光司……585

　機械学習を触媒開発に活用する際の注意点，実験結果をサポートベクターマ
シーンで解析する R コードと，遺伝的アルゴリズムを用いて反応ネットワー
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　オレフィンの精密重合や選択的二量化に高性能を発現する，独自の触媒設
計指針に基づく分子触媒，非架橋のハーフチタノセン錯体触媒やイミド配位
バナジウム錯体触媒の創製と新規高機能材料の開発への展開を解説した。

【論文賞】一酸化窒素を酸化剤とした担持白金触媒による

………………………………………………横浜国立大学　高垣　敦……597
　　　　 メタンからシアン化水素の低温生成

　一酸化窒素を酸化剤としてアルミナ担持白金触媒を用いるとメタンからシ
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【技術進歩賞】電動車用超低粘度トランスアクスルフルード
………………………… トヨタ自動車　床桜大輔……603

　将来の電動車両の普及を見据え電動車両専用潤滑油の添加剤配合を設計し
た。超低粘度にしながらユニットの耐久性を確保しつつ，燃費向上とモーター
の冷却性能に大きく貢献する新トランスアクスルフルードが完成した。

　　　　　　 の製品化
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の結晶構造と触媒活性の関係を調べることで，これらの触媒活性構造と本反応
における触媒活性種を明らかにした。

　　　　 触媒活性構造の解明
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EV用バッテリーリユースの必要性と検討事例
……………………………………… 福岡県リサイクル総合研究事業化センター　中村　崇……616

　リチウムイオン電池の循環使用を考えるには，まず車載用の使用済みバッ
テリーのリユースサービスが必要であること，その実現にはバッテリーの診
断技術と全体のシステムの情報伝達システムが重要であることを示した。

…………………………… エス・ディー・エス　疋田千枝……624
　家畜消化管由来のメタンガスは主に牛に由来し，全温室効果ガスの約 4 %

（CO2 換算）を占める。そのメタン排出量削減に有用な素材として，カシュ
ーナッツ殻液を見いだし，研究開発を行ってきた経緯を紹介した。

メタンの排出対策と利用技術（第 3回）
カシューナッツ殻液を利用した反芻動物由来
メタン排出量の削減

…………………………………………… 茨城大学　田中光太郎……629
　熱機関を活用しながらも大気中の二酸化炭素濃度を低減するため，カーボ
ンニュートラル燃料の利用が検討されている。それらの燃料を用いた場合の
内燃機関の機関性能や排気特性について紹介した。

カーボンニュートラルに向けた燃焼技術の動向（第 9回）
カーボンニュートラル燃料対応内燃機関の
技術動向と課題
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座談会　出向経験での発見と成長（下）
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【論文賞】ブースト決定木回帰を用いた石油システムの
……… 東京大学　成末義哲……652

　石油分野でも活用が進む機械学習には一般にブラックボックス問題が伴う。
本研究では対策の第一歩として，ブースト決定木回帰を用いた圧力-体積-温度
特性の推定を試み，推定精度と特徴量重要度の観点で検証した。

　　　　 圧力-体積-温度特性の推定

【技術進歩賞】原油スラッジからの油回収およびその再原油化
…コスモ石油　森山　拓……656

　原油スラッジから油分を回収し，回収した油を再原油化する技術を開発し
た。アラブ首長国連邦での商業規模の実証試験では，従来技術比で 50 % 以
上の産廃削減効果，経済性として 20 % 以上のコスト削減を達成した。

　　　　　　 技術の開発への取り組み

【奨励賞】ゼオライト内金属ヒドリド種およびバルク金属水素
…… 工学院大学　前野　禅……666

　筆者が近年取り組んできたゼオライト内金属ヒドリド種を活性点とする高
効率エタン脱水素反応や，バルク金属水素化物の非酸化的プロパン変換能の
開拓について概説した。

　　　　 化物のアルカン変換能の開拓

【奨励賞】二相系オルガノソルブ処理による木質・草本系バイオ
…… 帯広畜産大学　吉川琢也……672

　水 /1-ブタノール溶媒を用いた二相系オルガノソルブ処理による木質・草
本系バイオマスの成分分離と，可溶化リグニンの用途開発として，リグニン
の溶剤分画や分画物の触媒変換などについて紹介した。

　　　　 マスの成分分離と触媒変換

【奨励賞】燃焼触媒の歴史，燃料アンモニア燃焼銅系触媒の

…………………………………………産業技術総合研究所　日隈聡士……661
　　　　 開発の研究内容と，私の思い

　燃焼触媒は約 200 年の歴史をもち，数多くの環境負荷低減技術の創出へと
受け継がれている。燃料アンモニア燃焼銅系触媒の開発の研究内容もその 1
つであり，研究者とその思いでつながれていることをまとめた。
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【奨励賞】Cr修飾メソポーラスシリカを触媒とするイソブタンの
… 三菱ケミカル　加藤裕樹……678

　石油・天然ガス資源の有効利用によるサステナブルなメタクリル酸メチル
製造を志向し，原料の 1 つであるイソブテン源としての Cr 修飾メソポーラ
スシリカを触媒とするイソブタン酸化脱水素反応技術を開発した。

　　　　�酸化脱水素反応に関する研究

燃料油価格激変緩和補助金と国内石油製品価格の安定
……………………………………………………… 日本エネルギー経済研究所　橋爪吉博……684

　燃料油補助金の経緯や仕組み，効果など，その概要を解説するとともに，
ガソリン小売価格を中心に，補助金の終了方法や今後の国内石油製品価格を
考えてみた。

PETケミカルリサイクル技術─循環社会の実現に向けて─
……………………………………………………… アクセンスファーイースト　轟　　慧……690

　PET ケミカルリサイクル技術は，プラスチック廃棄物処理の重要な解決
策の 1 つであり，石油由来の原料に頼らずに高品質なリサイクル PET を生
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研究変革に向けたデータプラットフォームの構築
─研究現場でのDX推進活動─…………………………… 日本ゼオン　和田　梓……694

　データ駆動型研究開発推進の第一歩として，利用しやすい形式での研究デ
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いる。研究現場での DX 推進活動と今後の展望を紹介した。
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……………………………… Unicat�Catalyst�Technology�LLC　ゲイリー・ベニントン，　　　

水素製造装置での球形テクスチャード加工触媒による
収率改善およびCO2 発生抑制技術

　水素製造では CO2 が併せて生成される。収率を高めることで，CO2 の発
生を最小限にしながら水素の製造を可能とする，球形テクスチャード（刻み）
を使用した触媒を紹介した。
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研究開発状況を説明し，その性能向上の要因について解説した。

Yokogawa�Electric�International　ザン�ハー……761
横河デジタル　ロドリゲス�ラミレス�フアン�エステバン，　　　

SUSHI�Sensor と YOKOGAWAクラウドを活用した
銅鉱山の設備異常予兆診断

　銅鉱山のシックナー設備に SUSHI Sensor と AI を活用し，故障の予兆を
早期に検知する PoC と商用化に成功した。予測保全ツールで遠隔監視と保
守が効率化され，運用管理が向上した事例を紹介した。

………………………………横河電機　園田　香��　　　
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時　評　ハルシネーション ……………………… 北九州市立大学　山本勝俊……771

≪小特集　フュージョン（核融合）エネルギーの開発≫

究極のエネルギー実現に向けた大型実験装置がついに稼働！

…………………………………………………量子科学技術研究開発機構　松永　剛……772
─夢のフュージョンエネルギー開発─

　「地上の太陽」と期待される夢のフュージョンエネルギーを実現すべく，
日本に建設した大型実験装置が稼働を開始した。究極の技術を調和させ，立
ちはだかる課題を克服し未来を切り開く大型プロジェクトについて紹介した。

エポックメイキングな第一歩

……………………………………………………………………大阪大学　兒玉了祐……778
─核融合燃焼の実証とパワーレーザーの繰り返し実現─

　2022 年，米国のレーザー施設で，人類史上初めて核融合点火燃焼が実証
された。日本でも，高効率核融合プラズマ生成や高繰り返しパワーレーザー
開発に成功するなど，核融合エネルギー実現へ向け着実に進展している。

プラスチックリサイクルから見る炭素循環
……………………………………………………………………… 東北大学　吉岡敏明……785

　プラスチックの一次原料化という観点から，ケミカルリサイクルに向けた
取り組みと期待が極めて大きくなってきている。ケミカルリサイクルについ
ての動向とその考え方について紹介した。

生分解性複合プラスチックでプラごみから海を守れ
……………………………………………………………… アイ-コンポロジー　三宅　仁……790

　自然界で生分解が最も困難といわれる海で生分解する，バイオマスを複合
化したプラスチック材料「Biofade」を開発した。生分解速度と成形物性の
調節が可能である。射出・中空・押出成形等での成形例を紹介した。

バイオマスエネルギーのバリューチェーンをつくるには
……………………………………………………………………… 東北大学　中田俊彦……797

　バイオマスの多様な価値を，エネルギー事業の原点に立ち返って再定義し
た。価値の相乗効果を吸収可能なビジネスモデルこそ，次世代を牽引するバ
イオマス事業として地球環境と事業自体の両方の持続可能性を担保できる。
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新規事業創出，業態転換，事業転換に向けた企業変革と
リスキリングの動向 ………… ジャパン・リスキリング・イニシアチブ　後藤宗明……805

　リスキリングは，「学び直し」という誤解を招く和訳の影響で学ぶことが
ゴールになりがちだが，実は企業変革の取り組みの一環で，単なる研修や人
材育成を主眼としたものではでない。企業の取り組みの実例を紹介した。

CO2 からのメタノール合成とメタノール由来の合成燃料
…………………………………………… 東洋エンジニアリング　河田将伍・岡﨑あづさ……811

　再生可能エネルギーを利用した低炭素メタノールの製造技術に焦点を当
て，その課題として発電量の変動がプラント設計に与える影響や製造コスト
について解説した。

……………………………………………………………………… 熊本大学　大山順也……817
　メタンと酸素からメタノールを直接合成する技術が進歩している。メタノ
ールを選択的に合成するためのポイントと現在どれくらいの生成速度と選択
性でメタノールを合成できるのかを紹介し，その将来性について述べた。

メタンの排出対策と利用技術（第 4回）
銅ゼオライトを使ったメタンからメタノールの直接合成


